
令
和
７
年
度 

鹿
児
島
女
子
短
期
大
学 

社
会
人
特
別
選
考
二
期 

入
学
試
験
問
題 

 

「
小
論
文
」（
そ
の
一
） 

【
設
問
】 

記
事
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
「
里
親
制
度
の
普
及
啓
発
」
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は 

ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。
８
０
０
字
以
内
で
意
見
を
述
べ
な
さ
い
。 

 【
課
題
文
】 

  

受験番号 

 

 

 

 

 

（
社
説
）
里
親
制
度 

傷
つ
い
た
子
供
に
温
か
い
環
境
を 

 

虐
待
や
貧
困
な
ど
で
親
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
子
供
た
ち
も
、
家
庭
の
温
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
成
長
し
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
里
親
制
度
へ
の
理
解
を
広
げ
、
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。 

 

実
の
親
に
よ
る
養
育
が
難
し
い
子
供
は
全
国
で
４
万
人
を
超
え
て
い
る
。
国
は
２
０
１
６
年
に
児
童
福
祉
法
を
改
正

し
、
そ
れ
ま
で
主
流
だ
っ
た
児
童
養
護
施
設
な
ど
で
の
集
団
生
活
か
ら
、
里
親
な
ど
の
家
庭
で
養
育
す
る
こ
と
を
優
先

す
る
原
則
を
明
確
化
し
た
。 

 

里
親
制
度
は
、
こ
う
し
た
子
供
を
受
け
入
れ
た
い
と
考
え
る
世
帯
が
あ
ら
か
じ
め
自
治
体
に
登
録
し
、
委
託
を
受
け

て
子
供
を
預
か
る
仕
組
み
だ
。 

 

養
子
縁
組
と
は
異
な
り
、
法
律
上
の
家
族
関
係
は
生
じ
な
い
。
受
け
入
れ
期
間
は
子
供
の
置
か
れ
た
状
況
で
変
わ

る
。
公
費
で
養
育
費
も
支
給
さ
れ
る
。
登
録
数
は
年
々
増
加
し
、
２
１
年
度
の
段
階
で
約
１
万
６
０
０
０
世
帯
に
上

る
。
今
後
も
着
実
に
増
や
し
た
い
。 

 

国
は
里
親
に
よ
る
養
育
が
必
要
な
子
供
の
う
ち
、
乳
幼
児
は
７
５
％
、
学
童
期
以
降
は
５
０
％
の
受
け
入
れ
を
目
指

し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
受
け
入
れ
率
が
約
２
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

 

里
親
が
比
較
的
年
齢
の
低
い
子
供
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
自
治
体
の
依
頼
と
う
ま
く
か
み
合
わ
な
い
た
め

だ
。
自
分
の
子
供
と
の
年
齢
差
や
性
別
と
の
見
合
い
で
、
子
供
を
預
か
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
傾
向
も
あ
る
。 

 

総
務
省
は
６
月
、
養
育
経
験
の
な
い
里
親
が
子
供
を
ま
ず
は
数
日
間
預
か
っ
て
み
る
「
短
期
委
託
」
な
ど
を
通
じ
、

子
供
を
受
け
入
れ
や
す
い
環
境
を
整
え
る
よ
う
、
こ
ど
も
家
庭
庁
に
勧
告
し
た
。
養
育
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
受
け
入

れ
が
可
能
な
子
供
の
幅
を
広
げ
た
い
。 

 

里
親
候
補
の
半
数
は
共
働
き
だ
。
子
供
を
受
け
入
れ
た
場
合
、
保
育
所
を
優
先
利
用
で
き
る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
る

が
、
自
治
体
が
こ
れ
を
知
ら
ず
、
受
け
入
れ
を
断
念
し
た
里
親
も
い
る
。 

 

預
か
っ
た
子
供
と
関
係
が
築
け
ず
、
悩
む
里
親
も
少
な
く
な
い
。
里
親
を
支
え
る
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。 

 

新
潟
市
は
、
里
親
に
関
心
が
あ
る
人
へ
の
説
明
会
や
、
実
際
に
子
供
を
預
か
る
里
親
の
相
談
に
力
を
入
れ
、
５
割
台

の
受
け
入
れ
率
を
維
持
し
て
い
る
。 

 
 

 

入
学
試
験
問
題 

 

「
小
論
文
」(

そ
の
二)

に
続
く 



令
和
７
年
度 

鹿
児
島
女
子
短
期
大
学 

社
会
人
特
別
選
考
二
期 

入
学
試
験
問
題 

 

「
小
論
文
」（
そ
の
二
） 

注 

意 

（
１
）
字
数
は
所
定
の
原
稿
用
紙
二
枚
以
内
。
時
間
は
六
十
分
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
）
こ
の
紙
の
余
白
は
メ
モ
用
紙
と
し
て
自
由
に
使
用
し
て
よ
い
が
、
終
わ
っ
た
ら 

机
の
上
に
原
稿
用
紙
（
小
論
文
）
と
一
緒
に
置
い
て
、
持
ち
帰
ら
な
い
こ
と
。 

  
 

 

民
間
の
福
祉
団
体
な
ど
と
の
連
携
も
大
切
だ
。
自
治
体
職
員
の
場
合
は
通
常
、
短
期
間
で
人
事
異
動
が
あ
る
た
め
、

民
間
の
方
が
息
の
長
い
支
援
を
期
待
で
き
る
。
各
地
域
で
実
情
に
即
し
た
支
援
体
制
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。 

 

子
供
を
巡
る
環
境
は
、
近
年
悪
化
し
て
い
る
。
２
２
年
度
に
児
童
相
談
所
が
対
応
し
た
虐
待
の
相
談
は
約
２
２
万
件

で
過
去
最
多
を
更
新
し
た
。
経
済
的
に
困
窮
す
る
子
供
も
増
え
て
い
る
。
心
に
傷
を
負
っ
た
子
供
や
、
そ
の
子
を
預
か

る
里
親
を
孤
立
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読
売
新
聞 

２
０
２
４
年
７
月
７
日 


